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「中国の石油安定供給戦略」
　　竹原　美佳 氏
難 由　 　 　 騨 主任研究員
　JOGMECからまいりました竹原と申しま
す。どうぞよろしくお願いいたします。本日
は、このような場でお話させていただきます
ことを大変光栄に存じます。
　JOGMECには調査部という部署がござい
まして、私はそこに所属 しております。私は
中国とアフリカを担当し、石油探鉱開発、つ
まり石油を探したり掘ったりするところでど
のような動きが今起きているのかを調査分析
し、省庁や、関連企業の方々に情報の提供を
させていただいてお ります。私のほかにも地
域担当や、企業、市場を担当している者など
がお り、月に1度、対外ブリーフィングを行
うほか、隔月で 「石油 ・天然ガスレビュー」
という機関誌を発行 させていただいておりま
す。
　本日は中国の石油 ・天然ガス安定供給戦略
という題で、中国と石油を取 り巻 く状況や、
どんな課題があるかなどについて触れた上
で、これから日本と中国が互いに協力してい
くにはどのような分野があるのか、お話しい
たしたいと思います。
　中国と石油と聞いて、皆さまがイメージさ
れるのはどんなことかといいますと、爆食と
いう表現が使われたりしていますが、多分、
中国の石油需要が非 常に旺盛であるというこ
とではないかと思います。最近では、東シナ
海の石油開発で合意がなされたということも
ありましたし、ガソリンと軽油が国際市場価
格をかなり下回っており、補助金が出ている
といったようなことについて批判が高まって
いることなども思いつかれるのではないかと
思います。
　 環境問題に関しましては、別の方がお話し
くださるということなので、私は主に石油の
需給を中心にお話しさせていただきます。
　 中国政府は昨年12月に 「エネルギー白書」
を発表いたしましたが、その中でエネルギー
戦略について書かれていることが、中国にお
ける今のエネルギー状況を端的に表 している
と思います。
　まず、「節約を優先」ということが強調さ
れていますが、これは中国における資源消費
効率の低さ、エネルギー浪費といった問題の
表れではないかと思います。それから、「国
内資源に立脚」という文言があ りますが、今
中国では石油の輸入依存度がどんどん高まっ
ています。できるだけ国内資源に立脚 してい
きたいという意J志が、強く反映されていると
思います。
　 しかし、そうは言ってもやはり不足分は輸
入 していか ざるを得ない状況 にあります。
2008年7月現在、国際石油市場価格は1バ レ
ル150ドルに手が届きそうな勢いでありまし
て、 どうしてこんなことになってしまうのか
という感 じで価格が どんどん高騰 していま
す。そのほかにも、例えば湾岸諸国において
供給 リスクがあるのではないかという懸念も
高まっております。そうした中で、エネルギ
ーを安定的に調達する、そして持続的に経済、
社会を発展させていきたいと考えているとい
うのが、中国のエネルギー戦略であると思い
ます。
　旺盛な石油需要と申し上げましたが、世界
の石油需要の伸び率は96年から2005年まで
を平均すると、世界の1.8%に対 して中国は
7%を超えています。ただ2004年につきま
しては、中国における電力の供給不足によっ
て、発電用のディーゼルや重油の仮需要が発
生してしまい、石油の需要は大きく伸びまし
たが、翌年は需要が落ちています。そのよう
な特殊事情 もあ り、中国の石油需給はある期
間だけでとらえますと、理解が難しくなって
しまいます。ならして考えます と大体5、
6%ぐらいの伸び率で推移しています。
　今年上半期につきましても6%ぐ らいの伸
びを示しております。決して低いものではあ
りませんが、需給の伸び率はやはりこの2002
～2004年の時のようなペースで伸びている
わけではなく、さすがに国際原油高騰にとも
なうガソリン価格の高騰が少 し需要抑制に効
いているのではないかと思われます。ある年
に増えると翌年減るという感 じになっていま
すので、2008年に少し増えても2009年で落
ちるというふうになるかもしれません。
　中国では2008年の6月20日、半年ぶりに
ガソリン価格を引き上げました。もっとも税
率の低い米国と比較しましても、2割は低い。
こういったことから、中国の補助金、統制価
格に批判が集まっているということも事実で
あります。もちろん湾岸諸国などのガソリン
価格はもっと安いのですが。
　その中国が原油の生産国でもあるというこ
とは皆さまご存じでいらっしゃいますでしょ
うか。中国は世界第5位の産油国であり、 日
量374万バレルを生産してお ります。日量何
万バ レルというのは分かりにくい表現かもし
れませんが、50を掛けていただきますと1年
当た りの トンにな ります。大体、1億8000
万 トンぐらいになるでしょうか。中国の場合
は 「トン」という表記を使っております。日
本では 「キロリットル」が使われていますが、
私どもの石油業界では通常 「バレル」という
表現を使うことが多いのです。生産量374万
バレルに対し、輸入量も同じぐらいの326万
バレルという状態で、日本の輸入量に比べる
とやや下回ってはお りますが早晩、日本を抜
いて米国に次 ぐ世界第2位 の輸入国となる見
通しです。
　石炭から水力、天然ガス等一次エネルギー
すべての消費をみますと、中国は一次エネル
ギー消費が18億トンを超えています。一次
エネルギーの自給率は90%を超えています
が、 自給率を90%台に押 し下げている主な
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要因は石油です。石油の輸入依存度は既に
45%を超えました。また中国は産炭国であり
まして、石炭については現在のところ輸出国
です。ただし、原料炭 と無煙炭については純
輸入国になってしまいました。天然ガスは日
本 もLNG、液化天然ガスの形で輸入をして
おりますが、中国も2006年にLNGの輸入を
開始しております。
　 中国の原油輸入の主な輸入先はサウジアラ
ビァとアンゴラが1位、2位 を争っていると
いうのが最近の状況です。2007年には1億
3000万トン強を輸入いたしました。中東依存
度は、日本では90%を超えてお りますが、
中国では大体50%を下回ってお り、アフリ
カからの輸入比率が増えています。特にアン
ゴラからの輸入量が増えているほか、最近で
はロシアから鉄道を利用 した輸入 も増えてい
くと見込まれています。
　 中国における一次エネルギー消費の見通し
ですが、国際エネルギー機関(IEA)の標準
シナリオにおける消費見通しによるとこれか
ら先、2015年には石油換算で28億トンを超
えてしまうという予測があ ります。これはあ
くまで標準シナリオで、このほかに悲観シナ
リオのようなものもありますけれども、標準
のケースでは2015年に28億 トンを超え、
2030年には38億トンを超える勢いで伸びて
いくでしょう。
　その中国で、風力、太陽光といった再生可
能のエネルギーの開発にも大変力を入れてい
ます。それから、バイオマス等についても開
発を進めています。また、原子力につきまし
ても2020年に40基、4000万キロワットで
したでしょうか、今、どんどん設備を増やし
ていこうとしています。しかし、全体的な一
次エネルギー消費で見ますと、やはり石炭が
6割強を占めるという傾向が2030年まで続
くという状況です。一次エネルギー自給率を
押し下げる要因となっている主な理由は石油
ですが、今後 も石油の輸入依存度は高まって
いくと見込まれています。
　天然ガスにつきましては、現在のところ需
給がほぼバランスしている状態ですが、今後
は需要が増大 して需給ギャップが拡大すると
見られています。現在は天然ガスを液化した
LNGの形で輸入を開始いたしましたが、今
後はパイプラインによる輸入を進めていく計
画もあります。
　今までのところをまとめさせていただきま
すと、中国は産油国でございますが、国内の
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石油生産の供給量が頭打ちなので、輸入依存
度が増加する一方、国際石油価格の高騰や供
給 リスクの高まりなどか ら、政府は安定供給
に対する懸念を強めています。
　 そのような中で、中国はエネルギー戦略と
してまずエネルギーの節約に力を注いでお り
ます。2006年からの第11次5力年計画から
消費抑制ということを前面に打ち出し、国内
の供給の強化も進めてい く、環境へも配慮す
ることを柱に、経済と社会の持続的発展を目
指 したいと考えているようです。
　 次に国内供給に絡み、活発な国内探鉱開発
投資の側面について少し触れてみたいと思い
ます。まず、中国の石油開発はどのような会
社が行っているかといいますと、国有石油企
業が主体です。その企業の上にプロジェク ト
の許認可などをする国家発展改革委員会、鉱
産資源開発のライセンスを付与する国土資源
部、環境評価を行う環境保護部などがありま
す。彼らは国有資産の管理を国か ら受託され
ているわけですが、きちんと運営されている
かということをチェックするための国有資産
監督管理委員会という組織が別にあるとい
う、重層管理の状態になっています。
　 中国の石油産業ですが、90年代後半ぐらい
か ら大きな変革の波が訪れました。始めはと
にかく 「増産、増産」ということに力を入れ、
油田が疲弊する感 じだったのですけれど、そ
れでは非効率だということで、もっと経済的
にやっていこうという方針が第9次5力 年計
画辺りから顕在化しました。
　 1998年には、国内の陸上の油ガス田を持
っていたCNPC、それから国内の精製や石化
プラントを持っていたSINOPECがそれぞ
れ、自分たちの油田や製油所資産をお互い譲
渡し合い、2大国有石油集団をつくりました。
これに海洋開発をしているCNOOCを加え、
3大国有石油企業の態勢が1998年に整い、
その後2000年から2001年にかけてニューヨ
ークなどで上場しました。これにより資金調
達能力が飛躍的に増大した彼 らは、国内事業
はもとより、国外においても投資を活発に進
め、最近では第ll次5力 年計画において、
節約とともに国内安定供給強化という方針が
政府として出されています。
　では中国の原油と天然ガスの生産は、どの
ような感 じで行われているかといいます と、
やはり陸上の油田資産を持っていたペ トロチ
ャイナ(CNPC子会社)が今でも半分以上の
シェアを占めています。どのようなところで
原油、天然ガスを生産 しているかといいます
と、大体、中国の東北部(黒竜江省や吉林省
など)です。これらの地域では原油を1960
年代から生産しています。
　 大慶、勝利、遼河、これが中国の東部3大
油田と言われていますが、1990年代に入 り、
西部の開発が進んでまい りました。そして、
今ではこの新彊ウイグル自治区のタリム盆
地、ジュンガル盆地、 トルファン・ハミ盆地
といった西部のエリアにおける生産量が増え
てきています。
　 もう一つ、これは陳西省から甘粛、寧夏の
辺 りですけれども、この辺にはオル ドス盆地
という堆積盆地があるのですが、ここでも原
油の生産量が伸びています。天然ガスにつき
ましては、もともとは四川盆地を中心に生産
されていましたが、最近ではやは新彊やオル
ドス盆地の生産量が増えている状態です。東
部の天然ガスについては、油田の生産に伴っ
て出てくる随伴ガスと呼ばれるものが多いで
す。
　 海洋について見てまいりますと、海洋は原
油の生産量が最 も多いのは天津の沖合です。
渤海湾盆地 と言われるエリアでの原油の生産
が多 く、天然ガスにつ きましては香港沖合、
海南島沖合にあります二つのガス田が生産を
開始しています。ただし、海洋につきまして
は油田、ガス田ともに埋蔵量の規模が比較的
小さい中小油ガス田が散在 しているエリァと
いうことが言えます。
　 中国の地域別に原油生産の推移 を見ます
と、やはり大慶、勝利、遼河の東部3大油田
が非常に大きなシェァを占めていましたが、
だんだん生産量が落ちてきています。代わっ
てそれを補っているの力洒 部、新彊ウイグル
自治区や、陳西省辺 りのオル ドス盆地といっ
た西部です。油田というのは生産していきま
すとどんどん成熟して老朽化 し、それに伴っ
て生産量が落ちてきてしまうのですが、さす
がに1960年代から40年以上生産してるロン
グライフの油田は生産量が落ちてしまい、そ
れを新 しい西部や海洋の油田などが補ってい
るという状態です。
　一応、中国の生産量は頭打ちと言いました
が、原油は本当にわずかではありますが、微
増状態で推移 しております。一方、天然ガス
につきましてはかなり生産、消費ともに伸び
ている状態です。2007年には693億立法メ
ー トルと、ここ数年2け た成長で伸びていま
す。
　こうした天然ガスはガス田か ら消費地ま
で、一番太い ところでは1メ ー トル20セン
チぐらいの非常に大容量の幹線パイプライン
で輸送するのですが、そうしたパイプライン
の総延長が今現在、約3万 キロに達 していま
す。米国の20万キロには及ぶべ くもありま
せんが、中国も急ピッチで幹線パイプライン
の整備を進めています。西部のほうで生産さ
れる天然ガスを上海、あるいは華東、華南エ
リアの消費をまかなうために幹線パイプライ
ンが接続されたことによって、消費力紳 びて
いったということが言えます。
　 この幹線パイプラインは97年ぐらいに、
オル ドス盆地の陳西省、西安の近く辺 りから
北京まで続く都市部向けの幹線パイプライン
が出来ました。これを皮切 りに、都市部向け
のパイプラインである西気東輸パイプライン
というものが2004年に上海まで通 りまして、
これにより上海からこの辺りの揚子江エリア
で非常に消費が伸びていったというわけで
す。
　現在、ペトロチャイナは第2西気東輸パイ
プラインを建設中で、今度は広東まで延ばす
ことを計画しています。またLNGの受け入
れ基地、つまり液化天然ガスを受け入れて、
再度ガス化して配給するという、その受け入
れステーションでのことですが、今現在、広
東でそのLNGの受け入れステーションが稼
働中のほか、福建では、もう試運転状態に入
っています。上海については来年完成予定で
すが、さらに大連と江蘇が建設中で、ほかに
も出来そうなところが幾つかあります。
　 パイプライン輸入計画につ きましては3つ
のラインがありまして、1つ は中央アジア、
トルクメニスタンから輸入するというもの。
第2西気東輸パイプラインに注ぎ込んで、上
海や広東エリアに供給するライン。それから、
ロシアからパイプラインで入れるというもの
ですが、サバ共和国、つまり東シベリアの天
然ガスをパイプライン経由で中国に供給する
というものなどがあ ります。もう一つはミャ
ンマーの沖合で、韓国とインド企業がシュウ
ェ ・ガス田を発見 しましたが、そのガス田に
パイプラインを建設し、雲南省の昆明まで供
給するというような計画が現在進行中です。
　 これらのパイプラインの大体8割以上はペ
トロチャイナが牛耳 り、ほぼ寡占状態で、こ
の幹線パイプライン網をどんどん整備してい
くというのが、ペ トロチャイナの戦略のよう
です。
　中国では最近、大型の油田、天然ガス田の
発見が相次いでおりまして、私たち調査分析
をしております者の問では、かなり話題にな
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りました。例えば、天津沖合では南墨油田が
発見されましたが、これは6億 から13億バ
レルぐらいの埋蔵量が見込まれます。これは
一つの油田としてはかなり大型の油田に該当
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します。また四川盆地では竜wです とか、普
グクン
光といったガス田が発見されています。こち
らも非常に埋蔵量の規模が大きく、大体3兆
立法フィー ト以上ですと、大ガス田という範
疇に入 りますが、それを軽 く上回っていると
いうような状態です。
　 もう1つ、最近かなり話題になりましたの
が南シナ海、つまり海南島、香港の沖合辺 り
には深い海域がありますが、その水深1500
メー トルより深いところでガス田が見付かっ
ております。 もっとも、水深が浅いところで
すと、生産出荷設備等も比較的低コス トで開
発できるのですが、水深が1500メー トルで
すと開発難易度やコストがかなり高くなりま
す。
　そういった南シナ海の深海でカナダのハス
キー、これは香港の李嘉誠財閥系の企業です
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が、このハスキーという会社が麗湾というガ
ス田を発見しました。埋蔵量が4か ら6兆立
法フィートと言われております。中国の海洋
にとってはかなりエポックメーキングなこと
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ですが、今まで見つかっていた東方、崖城は
いずれも埋蔵量が3兆 立方フィー トを下回っ
ていました。私たちの業界ではス トランデッ
ドといい、条件によっては開発されないよう
な埋蔵量の小さいガス田なのです。
　 ところが、このハスキーが発見した4兆立
方フィー トのガス田により、中国の沖合、南
シナ海の深海は結構ポテンシャルがあるので
はないかということで注目されました。中国
でこういった大型の油ガス田が発見されたの
は、積極的な探鉱を行ったからということが
言えます。これはアジア諸国の試掘井、つま
り、油田や天然ガスがあるかどうかというこ
とをテス トするために掘る井戸ですけれど
も、中国の掘削数が圧倒的に多い。なにしろ
中国国有石油企業は資金力があります。企業
規模も、ペ トnチャイナにつきましてはメジ
ャーに匹敵する規模となっております。中国
国内でほぼ寡占状態にある彼等は強固な、か
つ安定 した財務事業基盤を持っております。
そういったところで得た石油収入をきちんと
投資に回しているということで、また発見が
得られるということです。
　まとめます と、中国で最近、大中規模の油
ガス田が発見された背景として、もちろん東
部の油田の生産量減退があったことによるも
のですが、資金をきちんと上流投資に再投資
したことや、40年以上にわたるデータの蓄積
や、技術革新が進んだことが挙げられると思
います。特に技術革新の面では、例えば複雑
な断層で区切 られているような油田につい
て、そこを水平に掘っていくような井戸の技
術の開発が進みました。また、地面の下は、
なかなか分からないと思うのですけれども、
地震探鉱によってどんな状況なのかを見る技
術、3次元地震探鉱という技術がありますが、
その技術が飛躍的に高まったことなど技術革
新の恩恵を受けて、中国では大中規模油ガス
田の発見が進んでいるということです。
　もう一つ第11次5力年計画では、非在来
型石油資源の探鉱調査 も展開されました。こ
れは何かといいますと、普通の天然ガスより
も開発難易度が高いのですが、石油、天然ガ
スはまだかなり多 く眠っています。例えばサ
ワーガスというのがあります。これは硫黄が
含まれていて、硫黄を処理しなければならな
いというの力灘 しい。それからタイトガスと
いうのもありますが、硯を想像 していただき
たいんですけど、硯みたいな、つるりんとし
た石の中に天然ガス、メタンが入っています。
それを採取するためには割れ目を適度に作 ら
ないといけないということで難しい技術を要
します。しかし、サワーガスについては、ア
メリカのシェブロンという会社があ ります
が、シェブロンと一緒に四川省で開発をしよ
うとしていますし、タイトガスについても、
オル ドス盆地でトタールやシェルといったメ
ジャー企業と開発を進めています。
　 またCBM、 コールベットメタンと言いま
して、石炭層の中にも天然ガスのメタンが入
っているのですが、このメタンを効率良く採
取しようということが、今、中国で行われて
います。このように効率的に外資の導入を図
りながら、自分たちの石油投資をさらにまた
上流に再投資していくということによって、
大中型油ガス田の発見をしていったというこ
とが言えると思います。
　ただ、市場整備はどうかといいますと、課
題が多くあります。中国には国家石油備蓄基
地、4基地が建設されています。石油備蓄と
いうのは、例えば石油の供給が途絶 してしま
うということがあったときに、クッションの
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役割を果たします。自分たちで備蓄をしてい
れば、供給が急に滞ったとしても慌てて調達
に走らなくても済むということです。中国は
産油国ではありますが、やはり輸入依存度が
高まっているので、この石油備蓄によってパ
ニック買いに陥らないように備蓄を検討 して
いるところです。
　 現在、この4基地のほかに第2期 として備
蓄基地の選定が行われています。候補地の新
彊のシャンシャンや甘粛省の蘭州、「どうし
てこんな内陸で」と思われるかもしれません
が、これらは製油所が近 くにあります。大き
な石油の中継ターミナルがあるような蘭州の
辺りには石油製品、ガソリンやディーゼルと
いった製品の企業在庫、企業ベースの貯蔵が
計画されています。
　 その中国では2015年ぐらいには、やはり
IEAの加盟基準の一つの基準であります90
日分の備蓄を目指したいようです。2007年
12月には国家石油備蓄管理センターが出来ま
した。私 どもJOGMECの備蓄部門と同じよ
うな役割を果たすことになるそうですが、原
油高ということもあり、4月にお会いした際
には 「調達はなかなか難 しい」と話しておら
れました。
　続きまして、天然ガスですけれども、天然
ガスについては先ほど、幹線パイプラインの
整備に伴って消費がどんどん伸びていったと
いうことをお話いたしました。中国は トレン
ドに流されるところがありまして、「天然ガ
スがいい」 と思ったら、あまり石油企業に関
係ない人たちも天然ガスを使って何かビジネ
スをやろうととして、どんどん天然ガスを消
費していくという勢いがあります。 しかし限
られた資源である天然ガスを、最も大気環境
汚染の改善に資する民生用の都市ガスの消費
に優先的に使うという目的で、今回天然ガス
利用政策が発表されました。化学肥料や発電
などに使うのではなく、都市ガスとして使お
うということです。中国は今、石炭ガスと天
然ガス、LPガスの3本立てで都市ガスを使
っているのですが、石炭ガスの消費を抑制す
ると都市部における大気環境汚染の問題が改
善されるということで、そういった計画を政
府は考えているようです。
　しかしこれらのエネルギーを一元管理する
ためのエネルギー省の創設やエネルギー基本
法案 というものは、以前から話し合われてい
るようですが、一元管理する省庁の設立とい
うのはどこの国でも難しいようでして、中国
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においても時問がかかっているようです。た
だしエネルギー基本法に代わるものとして、
中国は条例や通達を臨機応変に出し、対処し
ているという状況です。
　 エネルギー価格の市場化につきまして、中
国は原油価格については既に市場化 していま
す。ですからシノベックという会社などは輸
入原油を主に精製処理しているのですけれど
も、高い原油を輸入して低い国内価格で販売
するという、非常に苦しい立場に置かれてい
るのも事実です。中国政府は、基本的には製
品価格 も市場化させていくということを言っ
ておりますが、やはりインフレ圧力が非常に
高いので、価格の見直しについては慎重な態
度を示しています。
　 その政府の石油産業に対する主な政策措置
ですが、やはり原油価格が上がってしまった
ので、例えば輸出抑制や、税率を上げ下げす
るとか、原油高騰対策に追われています。補
助金を出していると言われているのですけれ
ども、補助金の財源の一つとして、石油開発
企業から石油特別収入税を徴収してお りまし
て、これは結構、石油開発企業にとっては打
撃が大 きいものです。2006年には前年の2
倍近くまで税金の比率が高まってしまってい
ます。ただ、石油開発企業がもうけ過ぎとい
う批判もあり、税金で絞っていくという姿勢
を政府は示 しています。
　 もっとも、中国はまだいいほうで、メキシ
コやナイジェリアなど他の産油国の場合、国
営の石油会社が石油を生産しても、収入は全
部国庫に入るのです。国庫から予算 としてま
た付加されるという仕組みが、産油国ではか
なり標準的で、中国では一応、内部留保があ
る程度認められ、再投資に回すだけの余裕を
持っている点、ましなほうであると思います。
　さて中国は今このような状況に置かれてい
るのですが、日本 と中国で協力できることが
あるのか どうかについて少 し考えてみまし
た。まず探鉱 ・開発、つまり油田、天然ガス
を探していくという事業についての協力関係
が挙げられます。もともと中国の海洋では、
80年代から日中石油開発というところが中国
のCNOOCと共同で油田を生産開発 したと
いう経緯がありまして、その当時、技術的な
ア ドバイス等も日本企業は中国に行いまし
た。中国も本当にその恩は忘れないというこ
とで、良好な関係を現在に至るまで構築して
いるというのが現状です。
　また、この渤海の日中石油開発については、
もう日本企業は生産を行っておりませんが、
南シナ海の香港沖合では、日本企業3社が中
国のCNOOCと …緒に油田を生産中です。
また、6月 には東シナ海のガス田問題で合意
に至りましたので、今後の発展に期待 したい
ところです。
　 将来にわたってどうかといいますと中国国
内に限らず、第3国で何か共同でできること
はないかというふうに考えたときに、難易度
の高い深海は非常に開発が難しいところで、
欧米石油メジャーが主に開発 をしています。
ですが、日本企業は現在、中小油ガス田の開
発、研究に非常に力を入れています。例えば
3兆立法フィー ト以下のス トランデットと呼
ばれ、今まで見放 されてきたような中小のガ
ス田、もちろん油田もあ りますが、東南アジ
アのほうにはそうした糸講 小さな油ガス田が
た くさんあ ります。そうしたところを効率的
に開発していくというようなことが、日本企
業は可能ではないかということで、本邦の石
油開発企業や私どもで研究をしているところ
です。
　 そういった面で、メジャー級のペ トロチャ
イナとの共同研究や共同開発 というのは難し
いかもしれませんが、中規模同士の、例えば
シノペックやシーノックとは協力関係を築く
ことは可能かなというふうに思います。また
GTL、つまり、天然ガスから液体のガソリン
等の石油製品を作る技術についても日本は
今、先行的に研究を進めてお りまして、そう
いった分野での研究が可能ではないかと考え
ています。
　石油、天然ガスという分野を広 くとらえた
場合には、例えばCO2の回収ということで5
月に口揮や、RITE((財)地球環境産業技術
研究機構)と 中国企業が共同で石炭火力発電
所から発生するCO2を、黒竜江省にあります
中国最大の大慶油田に圧入する事業の検討に
ついて基本合意しました。これは増進回収 と
言ってCO2というのは吸着効果がありますの
で、油田の中に圧入すると油田の層の中か ら
油が押 し出されるという効果が期待できま
す。最近はやりの環境と石油開発で一挙両得
のアイデアなので、他でももっとできないか
ということを考えています。
　先ほどCBM、 コールベットメタンという
石炭層の中にあるメタンについて触れました
が、生産性の悪い石炭層からメタンを取ると
いうのは難 しいのですけれども、最初は水を
取 りながら、水の中に入っているメタンを取
っていく。その後、取 りにくくなってきたら
そこにまたCO2を入れると、　CO2がその石
炭層に付いてメタンが押し出され、そのメタ
ンを回収することができます。そういった環
境問題、中国におけるCO2の排出量抑制にも
つながるという意味で、このCO2回収と油ガ
ス田開発、あるいはCBMへの圧入による開
発をセットで行うというのは、なかなか面白
いアイデアではないかと思っています。
　LNGにつ きまして、日本、韓国、台湾は
北東アジアLNG市場 と言われてお ります。
今まではここが一番強いバイヤーだったので
すが、最近ではヨーロッパやなど大西洋市場
が台頭してきました。北東アジアLNG市場
のプレーヤー同士ということで、中国と日本
も何か協力できることはないか、例えば情報
交換を密にすることなどによる協力ができる
のではないかと思っています。また、精製や
市場、備蓄についても、協力ができるのでは
ないかと思っています。
　時間が少し延びてしまい、申し訳ありませ
ん。以上で終わります。
【司会】あ りがとうございます。それでは、
多少時間が過ぎておりますので、お一方だけ、
ご質問をフロアのほうからお受けしたいと思
います。 どなたかございませんでしょうか。
【質問者】リンと申します。北京オリンピッ
クを控えて、停電はさせられないという事情
があると思うんですが、原油高騰で2、3週
前に停電の可能性があるみたいなことが報道
されているんですけど、その辺 りのご見解を
お願いで きればと思います。
【竹原】あまり発電については詳 しくはない
のですが、停電についてそれほど問題はない
かと思います、少なくともオリンピックの地
域では。今、発電の供給についてはかなり対
策が取られています。第1四半期ぐらいには、
発電企業5社が赤字に陥ってしまっていると
いうことがありました。石炭の価格が非常に
高騰 しているので、調達がしにくいという状
況だったのですけれども、今現在、石炭の値
段は年末まで、6月水準にとどめるというよ
うな決定を出しています。
　ですから、これからちょっとひどい目に遭
うのは石炭生産企業だと思うのですけれど
も、とりあえず発電については、まあ何とか
確保できるのではないかというふうに見てい
る人が多いと思います。
【司会】あ りがとうございます。それではほ
かの質問については、ぜひ懇親会の場でまた
していただければと思います。ありがとうご
ざいました。
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